
10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

1970 1972 1974 1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014

（期末在庫率 ％） （百万トン） 

生産量 

消費量 

期末在庫率 
（右目盛） 

1,108百万トン 

1,079百万トン 

15.4％ 

１
９
７
３ 

米
国
大
豆
禁
輸
措
置 

１
９
７
２ 

世
界
同
時
不
作 

２
０
０
７ 

欧
州
天
候
不
順
・
豪
州
干
ば
つ 

２
０
０
６ 

豪
州
大
干
ば
つ 

２
０
１
０ 

ロ
シ
ア
で
干
ば
つ 

２
０
１
２ 

米
国
の
高
温
・
乾
燥 

2,469百万トン 

2,452百万トン 

21.3％ 
（2014年度予測値） 

□ 穀物（米、とうもろこし、小麦、大麦等）の需給の推移 

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(October 2014)、「Grain: World Markets and Trade」、「PS&D」 

（注）なお、 「Grain: World Markets and Trade」、「PS&D」 については、公表された最新のデータを使用している。 

○ 世界の穀物需要量は、途上国の人口増、所得水準の向上等に伴い、1970年に比べ2.2倍の水準に増加している。
一方、生産量は、主に単収の伸びにより需要量の増加に対応している。 

○ 2014/15年度の期末在庫率は、生産量が需要量を上回り、21.3％と2013/14年度（20.9％）に比べ上昇する見込
み。 

 資料２ 穀物の生産量、消費量、期末在庫率の推移 

- 5 - 


